
行
政
視
察
研
修
と
は
、
常
任
委

員
会
や
会
派
で
先
進
地
の
例
に
学

び
、
本
市
に
生
か
す
た
め
や
、
個

別
の
課
題
で
の
学
習
活
動
な
ど
で

す
。常

任
委
員
会
は
、
1
人
8
万
円

の
予
算
が
組
ま
れ
、
今
年
度
は
1

回
視
察
研
修
し
て
い
ま
す
。

会
派
に
は
、
政
務
調
査
費
が
1

人
年
21
万
円
（
一
ケ
月
1
万
7
5

0
0
円
）
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
範
囲
で
会
派
の
決
定
に
基
づ
き
、

視
察
や
調
査
研
究
、
議
会
報
告
な

ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
情
報
公
開
請

求
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

行政視察研修
って何？
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10
月
7
日
〜
9
日
に
八
戸
市
・

滝
沢
村
（
岩
手
県
）
・
秋
田
市
を

視
察
し
ま
し
た
。

八
戸
市
の
企
業
誘
致
に
つ
い
て

は
立
地
奨
励
金
、
創
業
奨
励
金
、

雇
用
奨
励
金
の
三
つ
の
優
遇
措
置

を
活
用
し
て
い
ま
し
た
。

滝
沢
村
は
「
村
」
と
し
て
人
口

日
本
一
（
5
万
3
9
0
0
人
）。

「
幸
せ
地
域
社
会
を
目
指
し
た
行

政
経
営
理
念
」
を
制
定
し
「
人
・

地
域
・
自
然
の
共
生
」
の
確
か
な

将
来
像
を
描
き
、
地
方
分
権
の
時

代
を
担
う
活
力
に
あ
ふ
れ
た
行
政

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

秋
田
市
の
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
は
、
平
成
20
年
に
内
閣

総
理
大
臣
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
方
の
パ
ワ
ー
に
触
れ
、「
優
秀
な

人
材
の
育
成
が
鍵
と
な
る
」
と
感

じ
た
視
察
で
し
た
。

政策総務常任委員会

滝沢村役場にて

企業誘致、行政経営品質向上、
市街地活性化

10
月
7
日
〜
9
日
ま
で
池
田
市

豊
岡
市
・
福
知
山
市
の
視
察
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

池
田
市
で
は
「
歩
い
て
歴
史
と

文
化
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

策
定
し
て
、
駅
周
辺
を
中
心
に
整

備
し
ま
し
た
。
「
ま
ち
な
み
保
存

事
業
」「
ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー
パ

ネ
ル
設
置
事
業
」
等
が
あ
り
、
市

民
協
働
の
も
と
「
自
分
た
ち
の
ま

ち
は
自
分
た
ち
で
つ
く
る
」
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

豊
岡
市
で
は
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
も

暮
ら
す
ま
ち
」
保
護
運
動
が
始
ま

っ
て
50
年
、
人
工
増
殖
に
取
り
組

ん
で
40
年
、
長
い
時
間
と
苦
労
と

お
金
が
注
が
れ
、
地
域
全
体
を
蘇

ら
せ
る
取
り
組
み
は
非
常
に
難
し

い
壁
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

福
知
山
市
で
は
交
通
バ
リ
ア
フ

リ
ー
法
に
基
づ
く
駅
前
整
備
事
業

を
視
察
し
ま
し
た
。

まちづくり常任委員会

整備された福知山駅前

歩いて歴史と文化を感じる町、
コウノトリの郷と駅前整備

10
月
7
日
〜
9
日
、豊
橋
市
・
大

野
市・
飯
田
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

豊
橋
市
教
育
会
館
は
、
コ
ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル
や
女
性
会
館
・
労
働

会
館
・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
な
ど
、

「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
と
よ
は
し
」と

い
う
総
合
施
設
の
中
に
あ
り
、
教

職
員
の
研
修
業
務
を
市
独
自
で
行

い
、
自
主
教
材
の
開
発
に
も
力
を

注
い
で
い
ま
す
。

大
野
市
で
は
食
育
の
基
本
理
念

を
「
食
守

し
ょ
く
も
り

」
と
定
義
し
「
食
を
守

る
・
食
で
守
る
」
取
組
み
を
推
進
、

個
人
と
し
て
の
市
民
・
地
域
・
家

庭
・
生
産
者
・
学
校
等
、
行
政
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
積
極
的
に
関

わ
る
こ
と
で
一
体
と
な
っ
た
食
育

推
進
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

飯
田
市
は
、
家
族
と
の
中
で
生

活
し
な
が
ら
社
会
参
加
、
在
宅
が

基
本
の
自
立
・
就
労
を
目
指
し
て
、

や
さ
し
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
施

設
の
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

文教福祉常任委員会

大野市役所にて

教育会館事業・食育推進事業・
障がい者自立支援（施設）
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10
月
20
日
〜
22
日
、
米
子
市
・

松
江
市
・
出
雲
市
を
視
察
し
ま
し

た
。米

子
市
の
弓
ヶ
浜
公
園
は
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
遊
具
導
入
、

段
差
の
な
い
通
路
、
車
椅
子
で
も

利
用
出
来
る
公
園
で
し
た
。
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
利
用
者
の
目

線
で
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
江
市
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
ラ
ボ

事
業
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語

と
い
う
世
界
的
に
広
が
る
ソ
フ
ト

開
発
を
地
方
か
ら
発
信
す
る
新
た

な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
目
指
し
て
事

業
展
開
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

出
雲
市
大
社
小
学
校
の
校
庭
は
、

7
0
0
0
�
の
全
面
が
芝
生
化
さ

れ
て
お
り
、
鳥
取
方
式
と
呼
ば
れ

る
ポ
ッ
ト
苗
移
植
法
は
安
価
で
維

持
管
理
も
容
易
な
ど
の
長
所
を
持

ち
、
本
市
の
公
共
施
設
で
も
導
入

可
能
な
内
容
で
し
た
。

公明党

大社小学校の芝生の校庭で

ユニーバーサルデザインの
公園と校庭の芝生化

11
月
18
日
、
議
会
だ
よ
り
編
集

委
員
会
は
埼
玉
県
町
村
議
長
会
主

催
「
平
成
21
年
度
第
二
回
広
報
研

修
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
会
は
講
義
の
後
、
講
師
か

ら
具
体
的
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
診
断

・
修
正
）
を
受
け
る
形
で
進
め
ら

れ
、「
こ
う
の
す
議
会
だ
よ
り
第

15
号
」
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
け
ま

し
た
。

●
議
会
広
報
で
大
事
な
の
は
審
議

内
容
や
決
定
過
程
で
あ
る
。

●
「
見
出
し
」
で
引
き
付
け
、「
リ

ー
ド
」
で
要
旨
を
示
し
、
最
後

に
「
本
文
」
を
読
ま
せ
る
。

●
読
み
手
は
誰
か
を
頭
に
入
れ
て

い
か
に
平
易
に
わ
か
り
や
す
く

書
く
か
が
大
切
で
あ
る
。

等
々
、
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
生

か
し
、
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
「
議

会
だ
よ
り
」
を
目
指
し
、
こ
れ
か

ら
も
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議会だより編集委員会

研修会場にて（さいたま市）

“読まれ、親しまれ、役に立つ”
を目指して

10
月
19
日
〜
21
日
、
萩
市
・
下

関
市
・
大
木
町
（
福
岡
県
）
を
視

察
し
ま
し
た
。

残
念
な
こ
と
に
現
在
の
萩
の
ま

ち
は
様
々
な
人
工
色
で
溢
れ
、
商

用
看
板
が
氾
濫
し
て
い
ま
す
。
情

緒
あ
る
風
景
や
景
観
が
失
わ
れ
る

の
を
防
ぐ
た
め
「
萩
ま
ち
じ
ゅ
う

博
物
館
条
例
」
を
制
定
し
、
市
民

と
行
政
が
一
体
で
取
り
組
ん
で
い

る
点
が
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

下
関
市
で
は
「
資
源
循
環
都
市

下
関
」
を
掲
げ
、
市
民
・
事
業
者

・
行
政
の
協
働
に
よ
っ
て
、
学
び
、

活
用
し
、
循
環
さ
せ
て
い
く
取
り

組
み
が
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

大
木
町
で
は
、
ゴ
ミ
を
出
さ
な

い
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
、
再

生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を

通
し
て
、
こ
れ
以
上
こ
ど
も
た
ち

に
ツ
ケ
を
残
さ
な
い
町
づ
く
り
を

目
指
し
て
お
り
、
大
い
に
見
習
う

べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。

クリーン・ネット 2 1

大木町大溝小学校
太陽光発電の仕組みの図

萩まちじゅう博物館・
下関環境みらい館・太陽光発電

11
月
10
日
〜
12
日
の
3
日
間
、

須
坂
市
・
上
越
市
・
新
発
田
市
の

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

須
坂
市
で
は
、「
花
と
緑
の
ま
ち

づ
く
り
事
業
」
を
平
成
7
年
度
の

花
苗
等
の
資
材
援
助
事
業
か
ら
ス

タ
ー
ト
、
現
在
は
7
つ
の
事
業
を

実
施
。
住
民
参
加
で
花
を
育
て
花

を
愛
す
る
感
性
あ
る
人
づ
く
り
は
、

観
光
に
結
び
付
い
て
い
る
な
ど
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

上
越
市
で
は
平
成
20
年
4
月
か

ら
家
庭
ご
み
の
有
料
化
で
、
前
年

度
比
28
・
5
％
の
ご
み
減
量
と
な

り
ま
し
た
。
太
陽
光
発
電
は
平
成

10
年
度
か
ら
市
内
小
学
校
等
13
の

公
共
施
設
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

新
発
田
市
で
は
市
民
と
の
「
共

創
」
で
20
回
も
議
論
し
、
19
年
3

月
議
会
で「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
取
り
組
み

の
熱
意
が
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

市民環境常任委員会

須坂市役所にて

市民と行政が一体で
取り組むまちづくり
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